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＜規則第 18 条第 9号＞ 

二段式減圧用一次側調整器と二次側調整器の間：０．１５MPa 以上 

上記以外：８．４kPa 以上 

・マイコンメータ（Ｓ、ＳＢ、Ｅ、ＥＢ、Ⅱ（Ｈ型）） 

・ガス漏れ警報器     ・ガス放出防止装置 

・対震自動ガス遮断器   ・ガス漏れ警報遮断装置 

・漏えい検知装置     ・ＣＯ警報器   など 

＜例示基準 28＞ 

＜例示基準 8＞ 

＜例示基準 9＞ 

【記載例】 

＜例示基準 29.1(2)③＞ 

検査記録を添付させること（チャート紙等） 

（注１）貯蔵能力 1,000 ㎏未満容器：２ｍ以内にある火気を遮る措置（規則第 18 条第 1号ｲ、第 19 条第 1号ﾖ） 

    貯蔵能力 1,000 ㎏以上 3,000 ㎏未満容器：火気を取り扱う施設に対し５ｍ以上の距離・流動防止措置（規

則第 18 条第 2 号ｲ、第 19 条第 3号ﾍ） 

    貯蔵能力 1,000 ㎏未満バルク貯槽：２ｍ以内にある火気を遮る措置（規則第 19 条第 3 号ﾍ） 

（注２）充てん容器等（当該容器に取り付けたスカートを含む。）には、湿気、水滴等による腐食防止措置を講ず

ること（規則第 18 条第 1号ﾛ、第 2号ﾘ、第 19 条第 1号ﾇ、第 2号ﾎ）。＜例示基準 15＞ 

「火気」とは、一般に火をいい、ライター、マッチの火、ストーブの火、自動車のエンジンの火花等 ＜例示基準 13＞ 

「火気を取り扱う施設」とは、焼却炉、ボイラー、ストーブ等通常定置されて使用されるもの ＜例示基準 16＞ 

規則第 18 条第 9号調整器とガスメーターの間

の供給管は、その設置又は変更の工事の終了後

に行う気密試験に合格するものであること。 


